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■会　　期　平成18年10月14日（土）～11月26日（日）
■開館時間　午前9時～午後5時（ただし入館は午後4時30分まで）

■入 館 料　一般700円（560円）、大学生550円（440円）、高校生以下無料

※（ ）内は20名以上の団体料金

期日：10月15日（日）午後2時～
場所：当館学習ホール

演題：チャングムの飲食世界

─全羅北道の郷土料理と宮廷料理─

講師：韓国全州大学校文化観光大学教授　韓　眞　先生

◆記念講演会（聴講は無料です。）

期日

10月28日（土）午後2時～
担当：普及課長　高橋　裕

11月4日（土）午後2時～
担当：普及課長　高橋　裕

◆列品解説（入館料が必要です）

国宝　益山 王宮里五層石塔出土　金製舎利盒（右）・舎利瓶（左）
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石
川
県
立
歴
史
博
物
館
は
昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）

四
月
一
日
に
発
足
し
、
今
年
で
二
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
一
月
に
は
、
前
年
の
十
月

に
韓
国
全
羅
北
道
に
新
た
に
開
館
し
た
韓
国
国
立
全
州
博
物

館
と
国
際
姉
妹
博
物
館
協
定
を
締
結
し
て
、
以
来
十
五
年
に

わ
た
っ
て
学
芸
員
の
交
流
、
歴
史
・
民
俗
資
料
の
相
互
交
換

展
示
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
な
ど
、
幅
広
く
姉
妹
館

交
流
を
継
続
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
二
年
に
は
歴
史
博
物
館
赤
煉
瓦
棟
三
棟
が
整
備
さ

れ
、
全
館
完
成
記
念
特
別
展
と
し
て
「
魅
惑
の
日
本
海
文
化
」

を
開
催
し
、
こ
の
と
き
石
川
県
と
し
て
初
め
て
韓
国
国
立
中

央
博
物
館
か
ら
考
古
資
料
二
十
三
件
を
借
用
し
、
そ
の
こ
と

が
契
機
と
な
っ
て
全
州
博
物
館
と
の
姉
妹
館
交
流
が
始
ま
り

ま
し
た
。
こ
う
し
た
十
五
年
に
わ
た
る
親
密
な
交
流
の
中
で

培
わ
れ
た
相
互
の
信
頼
関
係
は
な
に
よ
り
の
財
産
で
あ
り
、

韓
国
の
博
物
館
関
係
者
か
ら
も
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま

す
。
今
後
と
も
こ
う
し
た
国
際
姉
妹
博
物
館
活
動
を
通
し
て

日
韓
親
善
と
友
好
を
さ
ら
に
促
進
す
る
た
め
、
本
年
十
月
十

四
日
（
土
）
か
ら
十
一
月
二
十
六
日
（
日
）
ま
で
の
四
十
四

日
間
に
わ
た
り
、
韓
国
国
立
全
州
博
物
館
の
全
面
的
な
協
力

の
も
と
、「
韓
国
文
化
へ
の
誘
い
│
全
羅
北
道
の
歴
史
と
文

化
│
」
を
開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
展
覧
会
の
特
色
の
第
一
に
、
韓
国
の
国
宝
に
指
定

さ
れ
て
い
る
統
一
新
羅
時
代
の
益
山
王
宮
里
五
層
石
塔
か

ら
出
土
し
た
舎
利
荘
厳
具
の
出
品
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
舎
利

荘
厳
具
は
全
羅
北
道
を
代
表
す
る
国
宝
で
、
全
州
博
物
館
の

所
蔵
品
の
中
で
も
超
一
級
の
資
料
で
す
。
今
回
の
展
覧
会
に

当
た
り
、
普
段
は
移
動
す
ら
な
か
な
か
許
可
さ
れ
な
い
韓
国

の
国
宝
が
、
石
川
県
で
初
め
て
公
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
黄
金
色
に
輝
く
純
金
製
の
舎
利
盒
、
緑
に
輝
く
舎
利
瓶

を
通
し
て
古
代
仏
教
が
韓
半
島
で
隆
盛
を
誇
っ
た
姿
を
実
感

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
第
二
の
特
色
と
し
て
、
全
羅
北

道
の
伝
統
的
な
工
芸
品
も
合
わ
せ
て
展
示
さ
れ
ま
す
。
人
間

開
館
二
十
周
年
・
韓
国
国
立
全
州
博
物
館
姉
妹

館
提
携
十
五
周
年
記
念
秋
季
特
別
展

「
韓
国
文
化
へ
の
誘

い
ざ
な

い

│
全
羅
北
道
の
歴
史
と
文
化
│
」

平
成
十
八
年
度
秋
季
特
別
展

「
韓
国
文
化
へ
の
誘
い
」
に
寄
せ
て

平
成
十
八
年
度
秋
季
特
別
展

「
韓
国
文
化
へ
の
誘
い
」
に
寄
せ
て

平
成
十
八
年
度
秋
季
特
別
展

「
韓
国
文
化
へ
の
誘
い
」
に
寄
せ
て

平
成
十
八
年
度
秋
季
特
別
展

「
韓
国
文
化
へ
の
誘
い
」
に
寄
せ
て

平
成
十
八
年
度
秋
季
特
別
展

「
韓
国
文
化
へ
の
誘
い
」
に
寄
せ
て

平
成
十
八
年
度
秋
季
特
別
展

「
韓
国
文
化
へ
の
誘
い
」
に
寄
せ
て

平
成
十
八
年
度
秋
季
特
別
展

「
韓
国
文
化
へ
の
誘
い
」
に
寄
せ
て

平
成
十
八
年
度
秋
季
特
別
展

「
韓
国
文
化
へ
の
誘
い
」
に
寄
せ
て

平
成
十
八
年
度
秋
季
特
別
展

「
韓
国
文
化
へ
の
誘
い
」
に
寄
せ
て

平
成
十
八
年
度
秋
季
特
別
展

「
韓
国
文
化
へ
の
誘
い
」
に
寄
せ
て

平
成
十
八
年
度
秋
季
特
別
展

「
韓
国
文
化
へ
の
誘
い
」
に
寄
せ
て

平
成
十
八
年
度
秋
季
特
別
展

「
韓
国
文
化
へ
の
誘
い
」
に
寄
せ
て

平
成
十
八
年
度
秋
季
特
別
展

「
韓
国
文
化
へ
の
誘
い
」
に
寄
せ
て

平
成
十
八
年
度
秋
季
特
別
展

「
韓
国
文
化
へ
の
誘
い
」
に
寄
せ
て

平
成
十
八
年
度
秋
季
特
別
展

「
韓
国
文
化
へ
の
誘
い
」
に
寄
せ
て

平
成
十
八
年
度
秋
季
特
別
展

「
韓
国
文
化
へ
の
誘
い
」
に
寄
せ
て

平
成
十
八
年
度
秋
季
特
別
展

「
韓
国
文
化
へ
の
誘
い
」
に
寄
せ
て

竹幕洞祭祀遺物

金銅製釈迦如来坐像

金哲相肖像画
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国
宝
に
指
定
さ
れ
た
作
家
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
工
芸
品
、
扇

子
、
木
製
漆
器
、
韓
国
の
伝
統
音
楽
に
使
用
さ
れ
る
楽
器
、

韓
紙
、
陶
磁
器
、
金
属
工
芸
品
な
ど
韓
国
文
化
を
知
る
上
で

欠
か
せ
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
工
芸
品
が
現
代
に
継
承
さ
れ
て
い

る
様
子
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

今
回
の
展
覧
会
の
展
示
構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
全
羅
北
道
の
先
史
と
古
代
文
化：
韓
半
島
の
旧
石
器
時
代

か
ら
青
銅
器
・
鉄
器
時
代
の
遺
物
二
十
五
件
が
展
示
さ
れ
ま

す
。

②
三
国
時
代
の
文
化：

百
済
の
金
銅
製
冠
帽
、
頸
飾
、
鉄
剣
、

竹
幕
洞
の
祭
祀
遺
物
な
ど
五
十
一
件
の
資
料
が
展
示
さ
れ
ま

す
。

③
統
一
国
家
と
貴
族
文
化：

舎
利
荘
厳
具
、
金
銅
仏
、
青

磁
・
白
磁
・
粉
青
沙
器
な
ど
の
陶
磁
器
な
ど
三
十
三
件
の
資

料
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

④
全
羅
北
道
の
陶
磁
器：

近
年
海
底
か
ら
発
見
さ
れ
た
飛
雁

島
近
海
出
土
の
陶
磁
器
を
は
じ
め
全
羅
北
道
の
高
麗
か
ら
朝

鮮
時
代
に
か
け
て
の
青
磁
・
白
磁
・
粉
青
沙
器
な
ど
三
十
五

件
の
資
料
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

⑤
全
州
と
朝
鮮
王
朝：

全
州
は
李
氏
朝
鮮
王
朝
の
初
代
李
成

桂
が
本
貫
の
地
と
定
め
た
と
こ
ろ
で
す
。
太
祖
ご
真
影
（
写

真
パ
ネ
ル
）、
地
図
、
古
文
書
な
ど
十
五
件
の
資
料
が
展
示

さ
れ
ま
す
。

⑥
朝
鮮
遺
墨
の
系
譜：

十
八
・
十
九
世
紀
朝
鮮
時
代
、
全
羅

北
道
で
活
動
し
た
文
人
墨
客
の
作
品
十
三
件
の
資
料
を
展
示

し
ま
す
。

⑦
甦
る
全
北
人
の
魂：

人
間
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
現
代
の
工

芸
作
家
の
作
品
五
十
八
件
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
展
覧
会
で
は
総
計
二
百
三
十
六
点
の
韓
国
の
文
化

財
が
展
示
さ
れ
ま
す
。
北
陸
の
地
で
こ
れ
ほ
ど
大
規
模
に
韓

国
の
資
料
が
展
示
さ
れ
る
の
は
初
め
て
で
す
。
こ
の
機
会
に

是
非
、
日
本
の
文
化
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
韓
国
文
化
の

真
髄
を
多
く
の
方
々
に
見
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
一
番
近

い
隣
国
韓
国
と
の
友
好
・
親
善
に
寄
与
で
き
た
ら
幸
い
で

す
。

（
普
及
課
長
　
高
橋
　
裕
）

金銅製冠帽

臨江津辺文錚盤

花嫁衣裳
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本
館
で
は
、
県
民
の
皆
様
と
当
館
の
つ
な
が
り
を
深
め
、

当
館
を
身
近
な
も
の
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
と
し
た
「
れ
き
は
く
メ
イ
ト
」
を
年
間
を
通
じ
て
募
集
し

て
お
り
ま
す
。
な
お
、
会
員
に
な
ら
れ
る
と
会
員
だ
け
を
対

象
と
し
た
当
館
主
催
の
「
歴
史
散
歩
」
及
び
「
バ
ス
ツ
ア
ー
」

（
そ
れ
ぞ
れ
春
・
秋
の
年
2
回
開
催
）
へ
ご
参
加
い
た
だ
け

ま
す
。（
た
だ
し
、
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま

す
。）
ち
な
み
に
、
本
年
度
春
の
歴
史
散
歩
は
「
浅
野
川
周

辺
を
歩
く
」
と
題
し
、
尾
張
町
を
出
発
し
、
東
山
ま
で
学
芸

員
が
歴
史
解
説
を
し
な
が
ら
散
策
し
ま
し
た
。
特
に
「
ひ
が

し
茶
屋
街
」
の
「
志
摩
」
で
は
初
め
て
入
る
参
加
者
が
多
く

好
評
を
博
し
ま
し
た
。
ま
た
、
春
の
バ
ス
ツ
ア
ー
で
は
「
立

山
・
宇
奈
月
を
巡
る
旅
」
と
題
し
て
立
山
山
麓
と
黒
部
方
面

を
旅
し
ま
し

た
。
午
前
は
立

山
博
物
館
の
学

芸
員
の
方
か
ら

「
立
山
信
仰
」

に
つ
い
て
、
午

後
は
「
う
な
づ

き
友
学
館
」
の

学
芸
員
の
方
か

ら
「
愛
本
橋
」

の
解
説
を
い
た

だ
き
、
宇
奈
月

温
泉
で
は
足
湯

を
満
喫
し
ま
し

た
。

秋
に
も
「
七
尾
方
面
」
と
「
福
井
市
周
辺
」
を
散
策
す
る

歴
史
散
歩
と
バ
ス
ツ
ア
ー
を
企
画
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
今

回
の
バ
ス
ツ
ア
ー
は
バ
ス
1
台
で
2
回
に
分
け
て
行
く
プ
ラ

ン
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
か
ら
「
わ
く
わ

く
歴
史
散
歩
」
と
称
し
「
れ
き
は
く
散
歩
」
と
ひ
と
味
違
う

散
歩
も
企
画
し
ま
し
た
。
第
1
回
目
は
「
兼
六
園
周
辺
の
近

代
建
築
を
巡
る
」、
第
2
回
目
は
「
城
下
町
を
歩
く
本
多
町

界
隈
」
で
多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
9
月
、

10
月
に
そ
れ
ぞ
れ
「
辰
巳
用
水
を
歩
く
」「
本
多
町
界
隈
を

歩
く
」
と
い
う
企
画
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
募
集
人
数
が
20

人
と
少
な
い
の
で
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
学
芸
主
任
　
永
井
　
浩
）

上
半
期
メ
イ
ト
ツ
ア
ー
を

振
り
返
っ
て春のバスツアー（立山－教算坊）

春の歴史散歩（ひがし茶屋街）
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コ 
ラ 
ム 

回
想
法
と
博
物
館

九
月
十
六
日
付
け
の
北
國
新
聞
に
「
思
い
出
話
で
脳
活
性

化
」
と
い
う
見
出
し
で
、
北
陸
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学

の
記
事
が
出
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
認
知
症
高
齢
者
の
ケ
ア

法
の
一
つ
で
あ
る
「
回
想
法
」
を
科
学
的
に
検
証
し
た
と
い

う
内
容
で
す
。
能
美
市
福
島
町
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
と
ま

り
木
」
で
実
践
研
究
を
始
め
た
そ
う
で
、
お
年
寄
に
「
生
き

生
き
と
す
る
」「
話
す
よ
う
に
な
る
」「
行
動
的
に
な
る
」
な

ど
の
変
化
が
見
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
こ
の
研
究
は
文
部
科
学

省
の
知
的
ク
ラ
ス
タ
ー
創
成
事
業
石
川
ハ
イ
テ
ク
・
セ
ン
シ

ン
グ
・
ク
ラ
ス
タ
ー
「
ア
ウ
ェ
ア
ホ
ー
ム
実
現
の
た
め
の
ア

ウ
ェ
ア
技
術
の
開
発
研
究
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
回
想
法
と
は
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
簡

単
に
紹
介
し
ま
す
。
一
九
六
〇
年
代
に
ア
メ
リ
カ
の
精
神
科

医
が
提
唱
し
た
認
知
症
の
ケ
ア
方
法
の
ひ
と
つ
で
す
。
同
世

代
の
仲
間
な
ど
と
懐
か
し
い
思
い
出
を
語
り
合
い
、
聞
い
て

も
ら
う
こ
と
で
、
感
情
や
意
欲
を
保
ち
、
さ
ら
に
は
向
上
さ

せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
高
齢
者
が
昔
の
こ
と
を
頻
繁
に

思
い
出
す
の
は
、
現
実
逃
避
と
い
う
否
定
的
な
行
動
で
は
な

く
、
自
分
の
人
生
を
捉
え
直
す
積
極
的
な
心
の
動
き
で
あ
る

と
し
て
、
ケ
ア
に
取
り
入
れ
た
の
で
す
。

日
本
で
も
医
療
現
場
で
は
回
想
法
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
回
想
法
に
用
い
ら
れ
る
の
が
プ

ロ
ン
プ
ト
（
刺
激
材
料
）
で
す
。
認
知
症
を
持
つ
方
々
に
は

年
齢
や
性
別
、
生
活
史
、
趣
味
、
環
境
な
ど
、
個
別
性
が
あ

る
こ
と
か
ら
適
切
な
も
の
を
選
択
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

プ
ロ
ン
プ
ト
に
は
物
だ
け
で
な
く
、
歌
・
音
楽
・
植
物
・
風

景
・
匂
い
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

愛
知
県
西
春
日
井
郡
師
勝
町
で
は
、
こ
の
回
想
法
を
地
域

ケ
ア
の
中
に
取
り
入
れ
「
思
い
出
ふ
れ
あ
い
事
業
」
と
し
て

実
施
し
て
い
ま
す
。
師
勝
町
の
歴
史
民
俗
資
料
館
は
そ
の
事

業
の
一
端
を
担
う
、
全
国
で
も
福
祉
と
連
携
し
た
先
端
的
な

博
物
館
施
設
で
す
。

県
立
歴
史
博
物
館
で
も
今
年
の
四
月
二
十
八
日
に
、
県
立

看
護
大
学
の
四
年
生
前
期
選
択
科
目
「
認
知
症
高
齢
者
ケ
ア

論
」
の
演
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
義
の
中
で
私
は
「
学
芸

員
は
看
護
師
の
よ
う
に
医
療
処
置
や
身
体
的
ケ
ア
は
で
き
な

い
が
、
博
物
館
資
料
や
歴
史
・
民
俗
な
ど
の
知
識
を
認
知
症

高
齢
者
と
の
関
わ
り
で
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、

学
芸
員
と
看
護
師
が
連
携
を
と
っ
た
り
、
歴
史
博
物
館
を
活

用
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
よ
り
質
の
高
い
ケ
ア
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
」
と
話
し
ま
し
た
。

博
物
館
は
社
会
教
育
施
設
と
し
て
、
生
涯
教
育
の
場
と
し

て
、
ま
た
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
一
般
的

に
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
医
療
福
祉
現

場
と
の
連
携
に
よ
る
新
た
な
使
命
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
高
齢
者
施
設
等
か
ら
来
館
時

の
企
画
を
看
護
師
と
と
も
に
立
案
、
個
々
の
高
齢
者
の
特
性

に
応
じ
た
プ
ロ
ン
プ
ト
の
提
供
、
看
護
師
の
研
修
の
場
な
ど

で
す
。

私
た
ち
の
仕
事
の
中
に
聴
き
取
り
調
査
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
こ
と
は
回
想
法
に
通
じ
る
こ
と
が
大
き
い
の
で
す
。
今
後

の
博
物
館
活
動
の
中
で
、
医
療
福
祉
と
の
連
携
が
強
く
叫
ば

れ
る
時
期
が
、
す
ぐ
そ
こ
に
来
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
学
芸
専
門
員
　
長
谷
川
孝
徳
）
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編
集
後
記

今
年
の
春
季
特
別
展
、
夏
季
特
別
展
に
は
た
く
さ
ん
の
入
館
者
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
歴
史
散
歩
や
バ
ス
旅
行
も
大
盛
況
で
す
。
バ

ス
旅
行
も
今
ま
で
と
方
法
を
変
え
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
を
考

え
て
い
ま
す
。
文
化
の
秋
で
す
。
秋
季
特
別
展
を
は
じ
め
、
事
業
も

盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
ぜ
ひ
と
も
博
物
館
へ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

休
館
日
の

お
知
ら
せ

十
月
十
二
日
（
木
）・
十
三
日
（
金
）
／
十
一
月
二
十
七
（
月
）・
二
十
八
日
（
火
）
／
十
二
月
二
十
七
日
（
水
）

〜
三
十
一
日
（
日
）、
平
成
十
九
年
一
月
一
日
（
月
）
〜
三
日
（
水
）
は
展
示
替
と
年
末
年
始
の
た
め
休
館

日
と
な
り
ま
す
。
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次
回
　
企
画
展
の
お
知
ら
せ

バ
ス
ツ
ア
ー
「
今
庄
宿
・
武
生
・
福
井
」

県
民
大
学
校
歴
史
講
座
開
校

れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
　
予
定

常
設
ス
ポ
ッ
ト
解
説

毎
月
第
三
土
曜
日
に
開
催

学
芸
員
が
、
日
ご
ろ
研
究
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
を

お
話
し
ま
す
。

時
　
間
　
い
ず
れ
も
午
後
二
時
か
ら
三
時
三
十
分
ま
で

会
　
場
　
当
館
学
習
ホ
ー
ル

受
講
料
　
無
料
　
ど
な
た
で
も
聴
講
で
き
ま
す
。

十
月
二
十
一
日
（
土
）
講
師
　
高
橋
　
裕

テ
ー
マ
「
韓
国
博
物
館
事
情
」

十
一
月
十
八
日
（
土
）
講
師
　
小
西
洋
子

テ
ー
マ
「
中
世
女
性
の
老
後
」

十
二
月
十
六
日
（
土
）
講
師
　
三
浦
俊
明

テ
ー
マ
「
継
体
王
朝
と
越
の
国
」

平
成
十
九
年

一
月
二
十
日
（
土
）
講
師
　
永
井
　
浩

テ
ー
マ
「
能
登
客
館
と
気
多
大
社
」

毎
月
第
一
月
曜
日
に
開
催

学
芸
員
に
よ
る
常
設
展
示
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
解
説
で
す
。

時
　
間
　
午
後
二
時
か
ら
二
時
三
十
分
ま
で

会
　
場
　
当
館
常
設
展
示
室

※
ス
ポ
ッ
ト
解
説
の
み
の
場
合
は
無
料
で
す
。
た
だ

し
、
他
の
展
示
室
を
ご
覧
の
方
は
入
館
料
が
必
要

で
す
。

十
一
月
六
日
（
月
）
講
師
　
濱
岡
伸
也

テ
ー
マ
「
村
の
生
活
、
町
の
生
活
」

十
二
月
四
日
（
月
）
講
師
　
本
康
宏
史

テ
ー
マ
「
石
川
県
の
誕
生
」

平
成
十
九
年

一
月
八
日
（
月
）
講
師
　
大
井
理
恵

テ
ー
マ
「
白
山
麓
の
く
ら
し
」

十
一
月
一
日
（
水
）、
八
日
（
水
）

詳
細
は
メ
イ
ト
情
報
に
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

歴
史
散
歩
・
バ
ス
ツ
ア
ー
な
ど
の
行
事
は
、
れ
き
は
く
メ
イ

ト
会
員
の
み
の
参
加
と
な
り
ま
す
。
入
会
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
と
も
ご
入
会
く
だ
さ
い
。
な
お
、
会
員
に
な

り
ま
す
と
、
様
々
な
特
典
が
あ
り
ま
す
。
会
費
は
千
円
で
す
。

当
館
総
合
カ
ウ
ン
タ
ー
で
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

全
十
二
回
　
毎
回
水
曜
日
開
催

「
石
川
県
の
歴
史
と
文
化
に
つ
い
て
、
基
礎
的
な
理
解
を
深

め
た
い
」
と
の
県
民
の
声
に
応
え
て
、
原
始
か
ら
近
現
代
ま
で

の
通
史
と
個
別
テ
ー
マ
を
全
十
二
回
の
シ
リ
ー
ズ
で
行
う
講
座

で
す
。
左
記
の
要
領
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
　
　
象
　
ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

定
　
　
員
　
五
十
名
（
先
着
順
）

開
催
期
間
　
平
成
十
八
年
十
一
月
十
五
日
か
ら
平
成
十
九
年
二

月
十
四
日
ま
で
の
毎
回
水
曜
日

時
　
　
間
　
午
後
一
時
三
十
分
〜
三
時
三
十
分

会
　
　
場
　
当
館
学
習
ホ
ー
ル

受

講

料
　
三
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

申
込
方
法
　
入
学
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
受
講
料

を
添
え
て
、
当
館
総
合
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
入
学
申
込
書
は
当
館
に
も

置
い
て
あ
り
ま
す
。

受
付
開
始
　
十
月
一
日
（
日
）

※
申
込
時
に
詳
し
い
資
料
を
お
渡
し
し
ま
す
。

「
新
春
を
祝
う
」

平
成
十
九
年
一
月
四
日
（
木
）
〜
二
月
四
日
（
日
）

毎
年
恒
例
と
な
り
ま
し
た
新
年
を
寿
ぐ
資
料
を
紹
介
し
ま
す
。


